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平成２４年１月２３日
東京電力株式会社

福島第一安定化センター

冷却プロジェクト部

４号機使用済燃料貯蔵プール
スキマサージタンク水位低下事象
について



１．事象の概要

 １月１日、地震（14:28）後にスキマサージタンクの水位低下傾向を確認

 地震に影響で使用済燃料プール（以下、プールという。）のプールゲートの
シール性が低下し、プール水が原子炉ウェルに流入したことが原因と推定
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※2：現状、プールと原子炉
ウェルの水位差が小さいた
め、プールゲートにかかる
プール水の水圧が小さく、運
転中に比べゲートのシール
性は低い状態にある
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浮き上がり防止の
ためボルトで固定

原子炉ウェル

使用済燃料貯蔵プール

プールゲートに取り付けられて
いるバーをフックにかけるだけ
（機械的に固定していない）

燃料プールの
壁に取り付けら
れているフック

プール側の水位が高いときは水圧によ
りゲートがウェル側へ押し付けられる。
反対にウェル側の水位が高いときは
ゲートがプール側に押され、ゲートと
プール壁の間に隙間ができる

• プール内保有水の水圧でゲートの
ガスケットパッキンを壁に押し付け、
シール性を保つ

• ３箇所あるフックの上にゲートを乗
せ、浮き上がり防止のため上部を
ボルトで固定
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２．プールゲートの構造
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３．スキマサージタンク水位低下の推定メカニズム
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地震発生前は、原子炉ウェルの水位はプールよりも低い状
態にあり、プールゲートのシール性が保たれていた
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原子炉ウェルからスキマサージタンクへオーバーフロー（図中
Ａ ）するまで原子炉ウェルへ水を補給したところ、スキマサー
ジタンクの水位低下量は地震前と同程度に回復
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地震の影響でプールゲートのシール面（ガスケット）にズレが
生じ（推定）、プール水の一部がゲートの隙間を通り、原子炉
ウェル側へ流入
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プール水が原子炉ウェルに流入すると原子炉ウェルの水位は
上昇するが、プールからスキマサージタンクへ流れ込むオー
バーフロー水が減少し、スキマサージタンクの水位が低下
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 プールから原子炉ウェルへの流入状況
 １月６日、２２日の現場確認において、原子

炉ウェルからスキマサージタンクへのオー
バーフローを確認。このことから現在も、

プール→原子炉ウェル→スキマサージタンク

の循環経路ができている可能性がある

 今後のプール水位の管理

 プールの水位監視に加えて原子炉ウェルの水位
も監視（水位計＋カメラ）し、プールと原子炉ウェ
ルの水位を一体で管理

 原子炉ウェルの水位もオーバーフロー付近に維
持→自然蒸発により原子炉ウェルの水位が低下
した時には適宜、原子炉ウェルへ水を補給

5

４．今後のプール水位の管理方法
原子炉ウェルの水位状況

（１月２２日撮影）

スキマサージタンク流入口

水面
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